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仏教における救済 と共生
― 衆生の 「苦」 と菩薩の 「悲苦」―

長 崎 陽 子

1は じめ に

釈尊:は自らの苦の問題を苦 ・集・滅 ・道の四諦の理,あ るいは無明から老死(苦)

に至る十二支縁起を観ずることによる苦の原因究明によって解決 し,悟 りを得て,

それを弟子達や民衆に説き示 したといわれる.

この釈尊の教説を受け継いだ者達は,主 としてそれを自らの問題 と捉え,問 題

解決のために自らの悟 りをめざし修行 した.部 派仏教ではこの苦の原因としての

煩悩に関する緻密な分析が盛ん となり,煩 悩の止滅のレヴェルによって修行の到

達段階が設定された.

ところが,大 乗仏教になると菩薩 という 「上求菩提 下化衆生」を目的 とする

存在に焦点があて られ,そ こに従来の 「上求菩提(自 利)」 を主 とする仏教から

「下化衆生(利 他)」 という衆生救済の仏教への展開をみることができる.こ こに

「救済する菩薩」 と 「救済される衆生」という構造が成 り立つのであるが,大 乗仏

典をみると菩薩が衆生の問題(苦)を 解決してい く場合に,慈 ・悲 ・喜 ・捨の四無

量心D中 の 「悲」が重要な役割を果た していることが知 られるのである2).

そこで本研究では,菩 薩の 「悲」 と衆生の 「苦」の関係について特徴的な解釈

がみられる 『大乗荘厳経論』,およびその復註である安慧 『荘厳経論釈』を取 り上

げ,仏 教における衆生救済のあり方について検討 してい く.

これらの文献では,菩 薩は悲に基づいて衆生を救済するために,衆 生の苦をみ

て菩薩 自身も同様に苦しむ ことが必要 とされる.こ れを菩薩の 「悲苦」 とい う.

さらに菩薩は自他平等 という理解によって衆生の苦しみを受け,衆 生を救済する

のである.そ こには 「救済する菩薩」 と 「救済 される衆生」 という関係があるも

のの,一一方向的な救済ではな く,自 他平等 という理解のもとに菩薩が衆生の苦を

共感し,衆 生 と共に生きようとする,い わば 「共生」 と》》える姿がある.
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II菩 薩 の 「悲 」 と衆 生 の 「苦」 の関係 につ い て

『大乗荘厳経論』では,菩 薩の悲と衆の苦 との関係について,

〔衆生の〕苦の滅のために,菩 薩たちには悲によって苦が生じる3).

と述べる.こ れは衆生の苦の滅のため,つ まり救済のために菩薩は悲による苦(悲

苦)を 生ずることを明確 にしたものであるが,そ れではこの菩薩の悲苦 とはどの

ようなものであるのか,安 慧はこれについて

衆生の苦を感受することから,菩 薩は悲に基づき,それ(悲)に よって自ら進んで苦を生

じさせる4).

と註釈 している.こ れによると,菩 薩の悲苦 とは,衆 生の苦を感受することであ

り,さ らに菩薩は自ら進んで苦を生 じさせている.こ れは 『大乗荘厳経論』にお

ける救済の基本構造を表明している文であるが,『大乗荘厳経論』では,こ の菩薩

の悲苦についてさらに段階的な説明を施 している.

III菩 薩 の 「悲 苦 」 と衆 生 の救 済

『大乗荘厳経論』では,先 の菩薩の 「悲」と衆生の 「苦」の関係に続いて,さ ら

に衆生を救済する菩薩の資質に関する説明をする.

それは,信 解行地(地 前)と 清浄意楽地(地 上)と いう修習過程によって菩薩の

悲苦に対するあり方が異なるというものである.

まず信解行地においては 「〔悲によって生じたその〕苦ははじめに信解行地にお

いて 〔菩薩を〕恐れさせる」 とし,こ の理由を 「自他の平等の観点から苦を如実

に証 しないか らである」 とする5).

これに関 して,安 慧は

信解行地においてとは,こ のように苦から 〔衆生を〕救済することができないと考えて,

恐れが生起するのであって,ど うしてかといえば,自 己と他の平等心を理解しないこと

と,一切の苦が空であることを理解していないことからである6).

としている.

ここで注目すべきは,信 解行地の菩薩に関して,自 他平等の心を理解 していな

いことと,苦 の空性を理解していないことによって衆生を救済することができな

い とする点である.

次に,清 浄意楽地の菩薩であるが,こ れは信解行地の菩薩 と同様,衆 生の苦を

観て苦しむが
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清 浄意楽地(=歓 喜地)に おいて 〔苦 を如実 に〕証す る とき,〔 その苦 は菩 薩を〕喜 ばせ

る7).

と 『大 乗 荘 厳 経 論 』 で は述 べ られ て い る.

これ に つ い て,安 慧 の復 註 で は

〔初 〕地 が歓喜で ある とい う理解 に よって,法 界 に遍行 す るとい う特性 を知 り,自 己 と他

の平 等の心を理解す る ことに よって,一 切 の苦 を空性 として,〔 初地 に〕悟入 した後 衆

生 のために苦を受 けるべ きで ある.そ して,大 いに喜 びの心 が生 じるとい う意 味であ る8)

と し,さ らに

法界 に遍 行す るとい う特性 を知 るこ とによって,自 己 と他が平等で ある心 を獲得 す ること

によって,一 切 の苦 が空であ ることを知 るこ とによって,苦 に対 して恐れ る ことが生 じな

い9).

と,説 明を加えている.

この清浄意楽地の菩薩のあり方は信解行地の菩薩のあ り方 と比べて対象的であ

り,清 浄意楽地の菩薩は衆生の苦を観て同様の苦 しみを受 けながらも,喜 びの心

を生ずる.な ぜならぼ,清 浄意楽地の菩薩は苦の空性を理解 し,自 他平等の心を

獲得 しているから,衆 生を救済できない とい う恐れを克服 している,っ まり衆生

を救済することができるからである.

IV結 び

『大乗荘厳経論』では,菩 薩自身が,衆 生の苦を観て,衆 生の苦を感受し,菩 薩

自ら悲に基づ く苦(悲 苦)を 生ずることが記述されている.

しか し,こ の悲苦を生ずることが直ちに衆生救済に結びっ くのか とい うとそう

ではない.『大乗荘厳経論』では,こ れをさらに信解行地(地 前)の 場合 と清浄意

楽地(地 上)の 場合 とに区分けし,信 解行地の菩薩は自他の平等を理解せず,苦

の空性を理解 しないために衆生を救済できない とするのに対 し,清 浄意楽地の菩

薩は,自 己 と他が平等であるという心を獲得 し,一 切の苦が空であることを知 り,

これ らによって苦に対 しての恐れが生じな くなるか ら,喜 びの心をもって衆生を

救済することが可能であるとするのである.

したがって,『 大乗荘厳経論』では,菩 薩 と衆生の関係は一方的な救済ではな

く,菩 薩が衆生の苦の本質を見極めた上で共感 し,さ らに自他平等であると観ず

ることに基づいての救済であることを明確 にしているのである.

ここで注意すべきは,衆 生が救済 されるかされないかという問題の鍵は,常 に
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救済する側が握っているということである.つ まり,衆 生の抱えている問題を菩

薩が共感するレヴェルでは,救 済(衆 生の悟 り)は 成立 しない.こ こで問われるの

は衆生の問題を共感している菩薩の資質であり,真 に衆生 を救済できる菩薩は,

自己と他が平等である心を獲得 し,問 題の本質を証得 している者でなければなら

ないのである.換 言すれば,仏 教において救われる側(衆 生)に 求められる 「信」

な ども,救 済す る側の資質が備わっていなければ生ずることはない ともいえるだ

ろう.

このことは,近 年,頻 繁に仏教 と関連づけられて多義的に解釈 されている 「共

生」や 「平等」,あ るいは 「救済」という言葉を理解する一つの方向性を示 してい

ると筆者 は考える.

1四 無量心 につ いては,比 較 的唯識論書 に詳 しい記述 がみ られ,そ の思想 的展 開 を窺 う

こ とがで きる.

拙稿 「唯識文献 における三縁 の四無量心 について」(『仏教学研究』第55号1999)

2大 乗仏典以外,例 えば 『倶舎 論』等 にも悲 の修 習に関 して詳細 な記述 はあ る.そ れ は

「有情 は実 に苦 しんでい る」 と想定 し悲 を生 じさせ るとい うもので あるが,こ れ は有情

が救われ るこ とを希望 して いるにす ぎない.

P. Pradan : Abhidharmakosabhasya of Vasubandhu 1967. p. 454

桜部 健 『仏典講座18倶 舎論』大蔵 出版株 式会社1981.p.239

3 S. Levi : Mahayanasutralamkara 1907. pp. 127. 114-128. 12

龍 大A本116a2-116b1;龍 大B本126a2-9;D.217b1-5;P.239a2-8

4 Sutralamkala Vrtti bhasya D. No. 4026.70b2-3 (J 1 SAVBh)

5註3.参 照

6SAVBhD.63a5-6

7註3.参 照

8SAVBhD.70a7-70bl

9SAVBhD.70b5
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(龍谷大学大学院研究生)
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